
(57)【要約】

【課題】把手のない紙容器であっても、比較的大きく、

容量の大きい紙容器に対しても、注出時に容器の取り落

としを未然に防止できるようにした滑り防止機能付きの

液体用紙容器を提供すること。

【解決手段】容器本体（１０）の両側面で内容物の注出

時に手指が触れる箇所に、複数の凹凸模様（１２）を設

ける。複数の凹凸模様（１２）は、容器底面に対して平

行な凸条又は凹条、あるいは突起が好ましく、凹凸模様

（１２）は、容器本体の全側面に形成されているとより

好ましい。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
容 器 本 体 の 両 側 面 で 内 容 物 の 注 出 時 に 指 が 触 れ る 箇 所 に 、 複 数 の 凹 凸 模 様 を 設 け た こ と を
特 徴 と す る 、 滑 り 防 止 機 能 付 き 液 体 用 紙 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 複 数 の 凹 凸 模 様 が 容 器 底 面 に 対 し て 平 行 な 凸 条 又 は 凹 条 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ 記 載 の 滑 り 防 止 機 能 付 き 液 体 用 紙 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 複 数 の 凹 凸 模 様 が 容 器 本 体 の 全 側 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又
は ２ 記 載 の 滑 り 防 止 機 能 付 き 液 体 用 紙 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 紙 製 の 液 体 用 容 器 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 容 器 の 側 面 に 滑 り 防 止 機 能 を 付 与
し た 液 体 用 紙 容 器 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 牛 乳 や ジ ュ ー ス 、 清 酒 等 を 収 納 し た 紙 製 の 液 体 容 器 が 商 品 化 さ れ て お り 、 こ の 液 体
容 器 は 注 出 用 の 口 栓 の キ ャ ッ プ を 外 し た り 、 あ る い は 上 端 の シ ー ル 部 を 開 口 さ せ た り し て
、 内 容 物 を 注 出 で き る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 こ の 種 の 液 体 用 紙 容 器 に あ っ て は 、 注 出 時 に そ の 液 体 用 紙 容 器 を 片 手 で 持
っ て 傾 け て 内 容 物 を 注 出 す る 場 合 、 把 手 が つ い て い な い た め 、 手 の ひ ら の 小 さ い 子 供 や 女
性 、 あ る い は 把 握 力 の 衰 え た 年 配 者 な ど は 容 器 を 持 ち 上 げ 注 出 す る 際 に 手 な ど が 滑 っ て 容
器 を 落 と し て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 現 象 は 形 状 が 大 き な 容 器 で 、 し か も 容 量 が ２ リ ッ ト ル 、 ３ リ ッ ト ル 等 大 容 量 の
場 合 に 発 生 し 易 く 、 ま た 、 内 容 物 が 食 用 油 の よ う に 手 の 滑 り 易 い 液 体 の 場 合 に 多 発 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 把 手 の な い 紙 容 器
で あ っ て も 注 出 時 に 容 器 の 取 り 落 と し を 未 然 に 防 止 で き る よ う に し た 滑 り 防 止 機 能 付 き の
液 体 用 紙 容 器 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 請 求 項 １ の 発 明 は 、 容 器 本 体 の 両 側 面 で 内 容 物 の 注 出 時 に 指 が 触 れ る 箇 所 に 、 複
数 の 凹 凸 模 様 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 滑 り 防 止 機 能 付 き 液 体 用 紙 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う に 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 容 器 本 体 の 両 側 面 で 内 容 物 の 注 出 時 に 指 が 触 れ
る 箇 所 に 、 複 数 の 凹 凸 模 様 を 設 け て い る の で 、 容 器 を 片 手 で 持 っ て 傾 け て た 際 に も 、 凹 凸
模 様 が 手 指 の 引 っ 掛 か り と な り 滑 っ て 容 器 を 取 り 落 と す こ と が な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 複 数 の 凹 凸 模 様 が 容 器 底 面 に 対
し て 平 行 な 凸 条 又 は 凹 条 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 滑 り 防 止 機 能 付 き 液 体 用 紙 容 器 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う に 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 凹 凸 模 様 が 容 器 底 面 に 対 し て 平 行 な 凸 条
又 は 凹 条 と し て 設 け ら れ て い る の で 、 注 出 時 に 容 器 本 体 を 傾 け て も 持 っ た 手 指 が 上 方 に 滑
る こ と を 未 然 に 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 複 数 の 凹 凸 模 様 が 容 器 本
体 の 全 側 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 滑 り 防 止 機 能 付 き 液 体 用 紙 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の よ う に 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 凹 凸 模 様 が 容 器 本 体 の 全 側 面 に 形 成 さ れ
て い る の で 、 容 器 を 片 手 で 持 つ 際 に 、 ど の 位 置 で 持 っ て も 凹 凸 模 様 が 手 に 触 れ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 滑 り 防 止 機 能 付 き 液 体 用 紙 容 器 を 一 実 施 形 態 に 基 づ い て 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ に お い て 、 （ １ ０ ） は 液 体 用 紙 容 器 の 本 体 で あ り 、 上 部 に キ ャ ッ プ 付 き の 注 出 口 栓 （
１ １ ） が 取 り 付 け ら れ 、 注 出 す る 際 に 手 指 が 触 れ る 両 側 面 の 中 央 寄 り の 要 所 に 、 滑 り 止 め
用 の 凹 凸 模 様 （ １ ２ ） が 複 数 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
凹 凸 模 様 （ １ ２ ） は 、 例 え ば 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 紙 容 器 本 体 （ １ ０ ） の 外 側 か ら
容 器 底 面 に 対 し て 平 行 に 押 圧 す る こ と に よ り 凹 条 （ １ ２ ａ ） を 形 成 さ せ 、 あ る い は 、 図 ２
（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 紙 容 器 本 体 （ １ ０ ） の 内 側 か ら 容 器 底 面 に 対 し て 平 行 に 押 圧 す る こ
と に よ り 凸 条 （ １ ２ ｂ ） を 形 成 さ せ 、 施 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
さ ら に は 、 一 つ の 側 面 に 小 突 起 か ら な る 凹 模 様 と 凸 模 様 を 交 互 に 形 成 さ せ た り （ 図 ３ （ ａ
） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 参 照 ） 、 容 器 底 面 に 対 し て 垂 直 に 紙 容 器 本 体 の 外 側 か ら 容 器 底 面 に 対
し て 平 行 に 押 圧 す る こ と に よ り 凹 条 を 形 成 さ せ た り 、 紙 容 器 本 体 の 内 側 か ら 容 器 底 面 に 対
し て 平 行 に 押 圧 す る こ と に よ り 凸 条 を 形 成 さ せ た り （ 図 ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 参 照 ）
、 あ る い は 、 紙 容 器 本 体 の 縦 方 向 と 横 方 向 の 双 方 向 に 凸 条 を 形 成 さ せ た り す る こ と も で き
る （ 図 ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
小 突 起 か ら な る 凹 模 様 や 凸 模 様 の 大 き さ は 、 例 え ば 、 高 さ ； １ ～ １ ． ５ ｍ ｍ 、 直 径 ； ４ ～
５ ｍ ｍ 程 度 が 作 業 性 と 効 果 の 面 か ら 好 適 で あ る 。
ま た 、 凹 凸 模 様 （ １ ２ ） を 、 容 器 本 体 の 隣 り 合 っ た 側 面 に も 設 け る こ と に よ り 、 全 側 面 に
設 け る こ と に な り 、 容 器 本 体 を 持 ち 上 げ る 位 置 に 関 係 な く 、 手 指 が 確 実 に 凹 凸 模 様 を 把 持
す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
紙 容 器 本 体 （ １ ０ ） の 形 状 は 、 図 １ に 示 す よ う な 、 上 面 が 屋 根 型 に 突 出 し た 屋 根 型 容 器 の
ほ か に 上 面 が フ ラ ッ ト な 平 面 型 容 器 で あ っ て も 構 わ な い 。
ま た 、 注 出 口 栓 が 設 け ら れ て お ら ず 、 上 端 の シ ー ル 部 を 開 口 さ せ る 形 式 で あ っ て も 構 わ な
い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
紙 容 器 本 体 （ １ ０ ） の 材 質 構 成 は 、 例 え ば 、 板 紙 を 基 材 と し 内 側 に バ リ ア 層 と シ ー ラ ン ト
層 が 順 次 積 層 さ れ 、 板 紙 の 外 側 に は 熱 可 塑 性 樹 脂 層 が 積 層 さ れ た も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ
れ な い 。 必 要 に 応 じ て 板 紙 の 外 側 に は イ ン キ 層 や オ ー バ ー コ ー ト ニ ス 層 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
材 質 構 成 の 一 具 体 例 を あ げ る な ら ば 、 〔 容 器 外 側 〕 オ ー バ ー コ ー ト ニ ス ／ イ ン キ 層 ／ ポ リ
エ チ レ ン （ Ｐ Ｅ ） （ ２ ０ μ ｍ ） ／ 板 紙 （ ３ ９ ０ ｇ ／ ｍ ２ ） ／ エ チ レ ン ・ メ タ ア ク リ ル 酸 共
重 合 体 （ Ｅ Ｍ Ａ Ａ ） （ ２ ０ μ ｍ ） ／ ア ル ミ ニ ウ ム 箔 （ Ａ ｌ ） （ ６ μ ｍ ） ／ ポ リ エ チ レ ン テ
レ フ タ レ ー ト フ ィ ル ム （ Ｐ Ｅ Ｔ ） （ １ ２ μ ｍ ） ／ Ｐ Ｅ （ ６ ０ μ ｍ ） 〔 容 器 内 側 〕 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 記 の よ う に 、 本 発 明 の 滑 り 防 止 機 能 付 き 液 体 用 紙 容 器 は 、 容 器 本 体 の 両 側 面 に 滑 り 止 め
用 の 凹 凸 模 様 を 複 数 設 け た の で 、 容 器 本 体 を 持 ち 上 げ る 際 に は 、 凹 凸 模 様 に 手 指 が 掛 か っ
て 滑 ら な い 。 ま た 、 注 出 時 に 容 器 本 体 を 傾 け て も 複 数 の 凹 凸 模 様 に よ り 手 指 の 上 方 へ の 滑
り が 防 止 さ れ 、 こ れ に よ り 注 出 時 の 容 器 本 体 の 落 下 を 未 然 に 防 止 す る と 共 に 、 片 手 で 注 出
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作 業 が し 易 く な り 、 特 に 手 が 滑 り 易 い 食 用 油 等 の 収 納 容 器 に 適 用 す る と そ の 効 果 は 極 め て
顕 著 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 滑 り 防 止 機 能 付 き 液 体 用 紙 容 器 の 一 実 施 例 を 示 す 、 斜 視 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 、 い ず れ も 凹 凸 模 様 の 実 施 例 を 示 す 、 図 １ の Ａ － Ａ ’ 線 断 面 説
明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 滑 り 防 止 機 能 付 き 液 体 用 紙 容 器 に お け る 別 の 凹 凸 模 様 を 示 す 、 （ ａ ） は
全 体 説 明 図 で あ り 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ａ － Ａ ’ 線 断 面 説 明 図 で あ り 、 （ ｃ ） は （ ａ ） の Ｂ
－ Ｂ ’ 線 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 滑 り 防 止 機 能 付 き 液 体 用 紙 容 器 に お け る さ ら に 別 の 凹 凸 模 様 を 示 す 、 （
ａ ） は 全 体 説 明 図 で あ り 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ａ － Ａ ’ 線 断 面 説 明 図 で あ り 、 （ ｃ ） は （ ａ
） の 別 の Ａ － Ａ ’ 線 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 滑 り 防 止 機 能 付 き 液 体 用 紙 容 器 に お け る さ ら に 別 の 凹 凸 模 様 を 示 す 、 （
ａ ） は 全 体 説 明 図 で あ り 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ａ － Ａ ’ 線 断 面 説 明 図 で あ り 、 （ ｃ ） は （ ａ
） の Ｂ － Ｂ ’ 線 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 滑 り 防 止 機 能 付 き 液 体 用 紙 容 器 の 注 出 時 の 状 態 の 一 実 施 例 を 示 す 、 説 明
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ‥ ‥ 容 器 本 体
１ １ ‥ ‥ 注 出 口 栓
１ ２ ‥ ‥ 凹 凸 模 様
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(5) JP 2004-10123 A 2004.1.15


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

